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巻頭言

白石良雄
 1958年の桂き締迎冬;.更芽出叩ざいます1"うし.
 歯誌〃も25号を重ね(完全道)?3年昌ρ主タートであり

 ます。年のはじめ妃今年こそは更新の気持にな局のは世間

 並であむ去すが、今度こそは普通の心構奉を超越したものが
 少くありません。

 汗舎・沸岬鮒の十。とこぶし纏繍験に繍してい
 た頃、一たしか昭和28年のこξでしたpとこぶし鋼係の業者
 莱氏が本場で述壊された言が新うであります。

 r僕億.ハイ下山で来たのであ、るが二ごのタクシ0≡歯桂の営業.
 係苧雫水蔀の叩芦。叩㍗平らし～繕甲私が運ちやんを
 案㍗七来たFと帥予が・」紬タクゾ商社の運ちやん
 違が癌次試の場所を知ちムと底意外だった。要するに彊蜴島I

 黒あ水産技術センターたる水賦には・ハイキニで訪沁る外来著
 が少い証拠である」と忌揮なく言はれ年この言葉に対し私は

 1帆ハイヤーを飛ばして訪㌣る方は卵のとおりである・
 しかしうろζ二の.つい{ゴム滞履いて率易!紗れる関坪著は
 県下だけで・も・方人居る」芳しい帥坤をしたのであり我
 ごgこ∴とは頭にてぴ打ついて∵Fの逃げ言葉も亦キペソに過
 一きな蜘㍗こと秦想えば率1こ冷汗切なるを覚ゆるので卵箏
 (以来私は本場を靴るハイヤペは・運転紅どF㍗吻牡
 きた㌣ね千から粋坤って岬傘ギ岬くこと㍗測
 醜箏落成したばかりの本場に訪れる麗係者の御挨擦は硬い

 意味をもつ言葉と柔かい親愛酌跨.やかしが多くて感銘措く能
 一はざるものがあります。巴の本鎗の鉄筋コソグリー米のよう妃筋
 金の通っ牟仕事一を簸待するとか、たとへ建物は立疾でも漁師
 クラスの出入り紀田さげすむよう汰態勢はお遜が一信貞撃な気.

 持午なIるフソイキ牽俸妻七とかなど玩味ヒ碕する糞実であります。
 犬年の今靴モは壷輿の慈義を顕稔すべき機金でし干㌔坤.
 報恩精神独中本場が本県承塵界に報ゆる健命と考えセ'募ります。

 ・・工一



水受汚濁予溝講義.

4底穣生一1物調査

,易訂塗物調査.

 !)坤帥∵一一1.∵・一∵…
 q.蘭壷期間'.昭和36年9月1島!3目

 ○秤苧所岬⑳鋤、千融点予号叩二回と一繍異あ'り)
 二〇野方法・甲申苧一、
 ○調査謡果一

 各調率馳おけ戸紬生動は蜘表の苧辛1りそある1
 魑昨比蔵叩難であるため幽艦触百分率で蚕机と・
 としたが、棄築率物の少レ・鮎は艦壷を百分率であらわれ・

 とも・呼ない声㍗る.の干個体苧ア鋳せ表示する.∵.ム
 したb.・...一一・。・.。I一一

 〔s昨3
 一卵ま蝸繭多く(鯛㍗種〉・塁も比鮒多かった.・
 ㌣セ師へ。今回の蝸甑4鱗で身戸」常に少く庇り;I韓・.
 ..蝉めて舛かつ㌦こ舳調醐舶に亘る降雨の舳
 牛津水加.の‡流より砂泥.の流出が多く、謁養地の底質に新・

 しい.底鯛を即したことに鯛すると思洲る。
 菌みに調査紬肌亘る降雨量を記すと次のとおりである。
 (遺児鼻気象台調養資料による)
 9月5目!4!ミ.リ
 6目7易g
 9日・3ε6
 I!0目・5146
 〃日一2%

 従?て二盛物輝郎著しく異り、。いみぺ戸◎恥◎h鵬帆
 工s◎P◎d気あみ部採集さ牝た。一

 (s枇〕...1
 艶現種'7種類で蔚輿よりやふ少く,「程とムきず」が渥占蟹

'2一



 叫㌻・州を弘独和惚雪弧げ邸鰍雫1刻
 ・差き6」がやムみら丸う村び父=紛ろ!は紬幸・妻ザ
 撚れた一綱鮎種㍗午「ヤ」ば全鍍呼∵
 恋躯った。、,缶

 (.s抽〕
 肘冤穣9種で前回よりやふ多・く「ほととぎす」が蟹一占種ξ・

 して.1州を占め小るぺ(組もr虹ム.きず一j柵・ザ
 ・傘呼改らだ)一次ぺ蜥I・h呼弘は一ト・㍗・し∵.1
 (‡1デ多1'えび㍗㍗築さ・アたべ・.
 繍鮒{・種で前回と・略芦㍗顯妻三ξ.とぎす」紗く'=∵
 敲ま'ご5・「P◎1・一。ha邸…乏宕坤叩鮎糧セ∵.
 あ・'った「わ牝から」。峨全然みられな牟2た。

 (鈍り1
 塑寄りの地点である.にも、鮎ず鋼種紗一心,'螢ふに3…

 蟹を数えるの争・苧貝(榊州が多く一㍗み㍗」
 ㌫㍗㍗㍗仏..二,・'・.、∴
 出一視雫7麗てや∫多く丁字わ戸烹黛珍十1r二」枚芥甲午」一平・…
 多く丁根し

 「'ひめしやくし・がレ・」「巻貝て彊末窮)」等が採集された;"
 ζs加工〕

 鯛調査叩る榊の錨郎ある一I路畔津坤'll
 より少く一、.rあさり穣貝」r・ほと工事寺」.{ぜ6上副
 都麓か紀鱗されたのみで句.紬の鮎帥れ坤ニホ

 「績幾㌘績O榊呼ひと午㍗叶金∵
 ζ鈍"〕

 蝸甑ヲ酢・前耳と鰭等しし・が細は著しく奏つで㈹∵=
 劔・茜㌧今回灯巻貝・(麓不明)」が鮎穫と勝り.れぜ一
 rきんぎよの稚介」rえぴしやこ」r毛えび」rばせ」

 の俺が二枚貝(譲不明)rかに類」もやふ紬れる。''
 一3・一



 ㌻㍗㍗」三㍗,」㍗㍗か一つ一
 〔s坪り.判..～
 前回謁凱鮒る鰍淳二あ飽点で{ある。竿調類〃糧琴

 で前回より多い(前国はヲ種)o前回同様

 P◎工y◎ha.etaが憂直穫ξして環わ牝てトる一が、組鹿割合と
 しては前回砂6毒ユ%。に比べ一今回は4屋屋弧と杜つIている。

 このほかにrぺつこうき.らム類似の二枚貝」r蟹不明の一二枚

 貝」I「繧しむし類」r4㎜PhiPoda■rひとで」r6めしや
 くしがい」等も採集された。前回はr漫O王ycbet6Jの外に

 「さ仲がい上rひ苧しやく.しがい」等の2枚貝岬.ふ多か
 った。

 〔鋤・・〕

 .前回調壷に一おけるSt8の寧点である・..
 蝸琴8種類で一綱より多レ・(前回は5軍)
 一綱.箏実物が。rわ抽から」「えぴしやこ」「あ争・」「炸
 ユyCh亀eも釧「婬しむし」であったのに対して今回は「ざるが
 “科の二枚員権介」.「つのがい」rほしむし類」.rひめ'しらと
 り.がい」rひとで」「P◎ユych包含ta.」筆で謙回蟹占種の「わ劫
 .から■は金無採'繁きれなかつ・た。

 〔・辛!つ
 前回調査におけるSt7の地点である。

 前回は蝸帥5種で・岬hiP・d・」・舳ζ州等が多
 かったの・であ8春今自は採集物傘然なし。
 〔S加・〕

 蔚同調藍におけるSt!5g飽点。一出現糧はク種で前回より
 少↓・。今西はr浸◎王y◎h邑eta」r麓不窮の二二枚貝」rおきの
 しらえぴJの婬かr俺'しむし類」rき坤荒ダげ々ろくそ
 でがレ・」・「うめ⑳はながい」等が若干みら.れ軸二

 前興優占種とレて現わ軸でいたヒトデは採集され念がった。。一
 〔S棚/〕一
 前回調凱鮒るS切7の勉船前中はr邊O工y鈍・e測

・4o



 左r二複貝」'の干麓だけで亭づだがづ固楓聰恥11叫刻
 の帥に「うみうし」「叩ごが}1二救早」が呼舛
フ㍍.・;;1.
 ζ苧毛刈..一・三†
 .欝同調1靴妙子舳デの飽鳥.牌邸前中よ停く/3
 軍(碑厨・種)、で一触y曲脇包」ポあわぢちカ…}・㍗
 'もし類」r二枚貝・穫舟」が多くrき・せわた」・「ひとで」

 吻部iP◎細あ外に校則'が若干採集された。卵ポ

 1簑華a㍗㍗巻貝(㍗干が∵㍗二
 .苧雛左種で佃辛y曲・・t心クZ・%で鮎撃とし中
 われ「さく。らかい」r二枚貝(趨不明)」の組が、「も.み湾.

 ヵ1い」・・き㌣㌣」1一.㍗しおが!:」等カ㍗㍗.
 (前回採桑せチ)一.'

 々 ㍗月一一∴一'グ
 舶維におけるSt・・のI準点。一

 、。.哩寧=は・種類.が鱗さ午.・沁こ.がい・叫y的紬・↓釦
 二歩カ干つたのであ予が・今国は・椴ととぎす」.雌干蝉呼
 た..のみであ一る。

 〔醜・・ゴ

 卵謂牽に中ポる搬7の節点で率化
 榊鰍6種類で瀬.まり多く一綱畔「鰍y・畑㍗・一
 纏鈍となつ七いるほザ=∫ちごとりが一い」がや峠1・
 さるえび?珂二鼓員が.共把採集された。
 ζ綱・・つ

 舘回…萄養喩ける岬5.の地転
 搬沌鰍秘漱辛」が娃洲と採集さ戦?喜今つたが一
 合画も帥。「お唖き、ら・・ぶがピ.と「舳めぶ.ん辛く{が各二
 /ケ採集されたσ)みセ;忘る何

(蜘幻

 1一二復員。坊主1け酌王y(沌ξ三銚続打ぺ一つごう喜らリオ1;雲け
血5^



 富箏氏∵.'1・∴.∵
 前回維帥け葛勢唆眺砧
 蝸種は前醜触麓柚るが・叩のrひとで用・ユト
 曲脇・」rか{・.ζがい」rひあしキくしがいノに対し今回
 紅rP◎1yoh鵜軸r1弄しむ〕rつあがしリr'ひとで」と
 なっている。

 前回の調査におレ・て廃水口予定地より600腕と.4200:吻間にお

 いて句.清水川より流出する底質の影響が大きいもののように
 恵料一され・たので今回から調査点5点を増設した(9t7～/1)。

 今回叩異点として・今亨で生物琴類の参苧づ走帥・をはじ
 め一葦寄りめ数点で蝸紬少なかっIたこと一神.柚昨れ
 ると思う。st∫では前途6'圭うに降雨催よる底質の変化如
 あげられるが一植の点で・も・ある種1度その影響が現われ吃いる

 のでは恋かろうか。

 ヒのことは寧占種として現地でいたrあ.み」が殆んどみら
 丸なかり走こ・と、沖合ほおいても「われかち」が・全然採集さ
 れなかつ牟ことも関鶴あるの七鰍いカ・と思泌る。
 従って今回雫潜氷州民の航・蛾r総.ととぎす」が船種と
 法っており・沖合は柵岬い範囲に亘りで・P9王y坤納
 カ匡優占穣となつ…ている。

 一一一・6…
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清水川河口附近底棲生物優占種分布図

清水川河口附近 底棲生物出現種類数分布図



Stイ 氷浜 9月13日

 〔Stロ〕 9月13日



 〔Stニ〕清水川川尻右岸 10月8日

 〔Stホ〕清水川 10月8日



 〔Stヘ〕

清水川川尻左岸
10月8日

 〔Stリ〕浜ノ市港入口右岸



 〔Stト〕島津新田堤防捨石 10月8日

 〔Stチ〕船溜 9月13日



 〔Stヌ〕浜ノ市港入口左岸
10月8日

 〔Stル〕浜ノ市干拓
10月8日

 〔Stカ〕辺田小島と弁天島の中間
9月13日



 〔Stオ〕辺田小島北岸
9月13日

 〔Stワ〕辺田小島南岸
9月13日



清水川河口附近
主要底凄生物分布図

2)訂生物

 ○調査期間.  昭.和32隼ヲ月ノ3日 /0月8目

 ○調香場所  繭回とお一り

 ○調査方法〃・

 ○認書鞍果

 瑚園のとお幻

 なお、清水川尻と灘ノ市藩騎近の調査は部合に土り!潮後
 (/0月8日〕に打つだ。



 奪人目当山町沸含の水壼汚濁予鋳調査を打つたので水質及び
 底泥分ぜき結果を報害する.o
 期目明絢32年9月一/島日“!.3日

 調査船I亀ど仰妻むな磯
調査一.貴永山根敷'九万田一已上田率男
 資料分せ.ぎ貢上田恵勇

 資料採取・点

 即図に示す通り合計・・点より表慮水。底雫永・及び底泥
 を採取した。

 採取方湊及ぴ資料分せき・方法は前回と同様である。

 資料分せき.緒案

 分せき億を鶴・秘示こ1各分布図を第・～μ図に示す
 (末尾記載〕

(!)}亘

 王亘分布即窮2図・第3図に干す。.表面干叩平郎.バ
 叉底層も海岸近く虹&ユであるが沖に向1う.につ牝て漸滅し沖

 は辛均ε!である。琴表面p互の河口時準はξoで明らか午
 河・水の1裳饗と考えることが錨来。ξ!以下を河水の影響と考

 えた場合st洲μ附近即ち河.口より500釆附近ま平
 水が分・散し㌣いると察知で幸る。

(2)氷渥

 氷渥分布図は

第4臥第5

 図に示す。

 表面水漏は平

 均2・5℃前後.
 で海岸近くは

 一意童ミこ一{霊く冨ζ

 26時代ぺ一
 !娃∫5μ

第1図

資料採取点



 払拭以3争、卵迦田小I爵艇跳亭・1菱以一㍗碕レ㌔底
 ・駄海難くが萬く沖の方・雌千なつ喧い㌔これ触即
 鉢よるもめと考える・二.{、
 海鈍くで底層が表層よIり耐干と蝸水の雛次苧平蔵を
 流部した乙一とを示す。.(河水牛海水牛の地率の差によむ)

 河口の≡戸、ちノ戦2で最I強を示しこ微弱らカ榔水g影響
 と考克尋こ二と.が出楽一会自・・赤.種2則。以一1・1を=高水あ影響と'考え
 差場各s.む以パ節も測七よ覆舳米附近まで河神蝉・
 している牟察知出来る。 斗

(一幸)監藁量

 塑雫琴分布鰍薦姻・第7図干示㌔表面塩琴量は今国のI.
 I鏑査では特と少ない櫨を示しているがこれ拡調査蔚数員闘降

 ・爾(9目'3ξ6ミリ!0目5μミ・リ!!一昌2身4ミリg降雨量あ.
 り～.9た串.に塩素量が少なかったのであろう。文永深海葦碑
 は争!畔示しているがこれは銘・ε.…4・乙易。μ
 毒グ字μ乍であ'りこの醜舳日榊ヘノ鯛恵一
 路全く降雨なくz.一ン4!!目の雨水は溺涜詰風波等のため殆二。I.

 ん苧海氷申に搬したものと.考える。底甑繍雛.少雫く'・
 帯蝉.乍班苧李塩素墨で狐塩繋姦からみた1減の蛤
 は今国叩牽.で苧擦れ難く浜之市港口の馳似が・島ク4
 者である加封岬じく㍑戸・衰水の涛承/1冊1の一鈍.・二、
 が・峨々磁描峠を示して.いおこと減帥戦永臓。
 の把めであ:つ、諾水口予定の潜水川永の穿駿範騎は調整のと.、
 ころ小藩いのではないだろうか。

 (鼻)溶存酸素=姦'I.''j

 溶存薮案分布蜜は第8図。.幕9図に示す。表騒掠平均幸0
 千・い町河口が岬寿で枇向乎って溺城し馳榊向
 がつて花、増施に.浦の方1工殆んど域.二完/と…進1て1・・る。
 ・銚・〆が携ポニピξ洲111-1。卓が似々・と・い.㍍れ1:沖

 一一五3蠣・



 一ム辛纐々セ泰る⑪蟻即辮紬辛砂一κで奮るが
 。戸の深い舳糊8乍あ㌣
 ({・〉K一晩O・消饗最.
 瓦蜘午消費琴の分一布図は洲學・傭蛎恥鰯卵叩
 近と帥23附近及ぴ浜之市帥.箪逓が参一く舷の邸は即二.ど
 平事、4o兇であ・る鯛鯛p附近が多く.組の航・は平均冬ρ一・
 卿で鯛.ξ.の差は殆んどなと㌧縦江O色消琴量易g似・興上
 を河水瞬響と考え走場合,表甑吻㍑加河口よ・?・
 ・・g一・・郷近まで叉臨駄細欄ち河弓より…米附.
 近ま七河水が分散してい、ると察知錯来るら

 (6)底.泥。.I一..・一

 ψ1坤量の争布即籍ノ三鹸示す。一・柵消壷還・砂
 .野.灯で海津は櫨が少念1殆んど岬名以下であるが沖・
 .に内かつて億が大きく。閉㍑が未・ノ名チ・ヲ又㍑ヲ邸旅
 と最大極を示した。

 統年一物あ牟榔第・・図に紙銚/1榊仰県下十一
 さ牝も砕纏坤小・さ1胎.えどψ卿以下で李るが1甲に二
 句って鉦が大きk餉・・2ガ毒・が夫.々一附くα戦,
 紬ψ拙殊/で大きい値を示・し牟。しやく熱減蓼分
 布、・図、幽.μ歯向㌔しや.1熱碑.跳…一%以下㍗咋・毛=
 .・亦海鯛が牽。も億が小さチ4・今季以下であみ・力1馳腐アて増加
 しSt2.0が4名/7%で最大値を示した。

 分せIき億の相国関係図を第∫5図に示すどお㌦Bは直線酌

 麗係が翠められ,ム及び賦ある雛郎畔嫡穣・繍
 められ戸が仰以鷹嫡癌釣竿係欄めら帖いる肋炊一
 於・い.ては・蝋"㍑.2パ.パ。に歯.いては醜㍗
 2ユ3¢が異状.底箪を示し・(いるように思われる。.

 凹工4・



第1表  水質及び底泥分せき結果
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第4図

水温(表層)



第5図

水温(底層)

第6図

塩素量(表層)
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塩素量(底層)
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溶在酸素量(表層)
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 第11図KMno4消費量(表層)
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 KMno4消費量(底層)



第13図

銃化物(底泥)

第14図

 しやく熟減量(底泥)



第15図

 底泥分せき値の相関関係図

 東支那さば漁況

漁業部
(昭和32年!2月分)

 甲一2月上旬楠の主墳帆拳株漁区帆473区㍉
 今鮎旬の漁場は5〆矢㍗艇と昨年より鞭に納文先月一1,
 下旬と大差なく中旬は505ぺ㌃。25区とI策.酉に広=.く。.・牙か机てい一。.

 る。ニノ2..員始め女島沖革。漫附近に一夜4505〆の漁があち∵

 ・文中衛縦3躯(2臓㈱峨度50分醐近)で一夜㍑5g夕
 〆の漁があ.ったが'いずれも短期間なもので、南方漁場より好

 漁の債鞍'が入るのでその後め調査は奮われていない。!ま月

 /み・湘頃1;臓鮒納期融0粥縦でヒラゴ。アが若干混.
 獲された模様、,下・由になると跨フ氏が中旬より一毒に下く1出・6一
 ものふ中.壱漁場は中旬と変りなく水温ダラ。内外で聲漁を示し・1
 ている。...・一



 12月中の鹿届籍1紡揚の水勢量は漁船の増加と共㍑僻
 年比し1舳5椿増施。・1…師平均漁獲量はわ・かに輝少している
 る。・これ抵拗濾蒙よ㈹替え走選輿の浅・い鐙が多いためと思
 わ率τる。一馳操業は峠減程壷・で渡船.し・てい軌

総括表一

 旬ま鱗戯母数

上3.5

中45

下65

計

36

4.7

68

15旦

水鏡筒

288,357〆

346.422

60ユ084

1し236.833

一統累均
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 8.O隻0〆

7.3?.1
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 8.工9ユ
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工5.552

工9.581

一続駿低
 水揚I高
 ユ6d4〆

ユ.696

2.148

        !2月上旬
        ∵

        海区漁獲量操数デ日半         鍍
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        !2目下旬
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        一ユ,毛。o■2?006。3

        4014産3・8聖2.2.393,25.7 慶じ州
・24・



 さばはね釣漁場図

 数字は.漁獲のあった

農秣漁区番号

 陸漁船の集中し

 薩南海域のまく'ろ、かじき・延縄漁一況 (第14報)

 (昭和32年/2月、分)  漁業蔀・

 !2月Iの東支那海及ぴ大平洋近海のI麩鰯入港鉛は架3隻(魔:拓
 島入港ガで各船の操繋漁場の模様は先月と変らヂ只東海の鍵業

 密カw月・下働坤犬平洋近海のビソナカソバチ漁場へ主切'
 替初めている～策・轟あ享蛸場はサパ漁場附郎亭舳先.月
 に比.し、マカジ気オロカジキ類の漁獲が非常に悪く一なっており、;=～〉
 ・ヨウカジキが多くみ・ら札るようになった。叉東海人鰻.寄りの・2.7-I
 2ヲN/22～〆2坐記一の海域では例年通りサメ類の糠鍾が5%以上

 の高率を干している。昨年周期の漁鐘牽と比較す机ば上物は犬
 養・なくサメ類で約2～3%の低下と塗ってレ)る一方大平洋近海の

 2貝ピソナガ漁醤は水温は2城ご43…重でビソナ寿漁には・今だ高目で水1
 混の低下に従・つて活溌・薩なるものとI者へられる。この海域一の〃

 月の漁獲率は今だ迎2ラる台である1がメバチ推稽好くいづれあ潅裁

 もq5～〃%台の.漁蜜を見ている。I=魚俸はζソタガは犬型が多く
 5～8〆曳メバチでは3～茱〆合と8〆畜が約同率ぐらいで漁獲されて一いる副

(1吏賛 竹下)



 かじき・まぐろ延縄漁業漁況図
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質問欄
 (闇)・・.・・苧嘩裁栄二・.
 キ.ビナーゴーを三ホシ・製嘉健加工しますがキビーナゴ、に油をふく

 んで・唐ますので製一品が粗悪です。故にその油.を験去する薬

 品独研究さ・れて'司・'販売さ.れないでしよラかお掲い中よげま
 す;御多忙中一擦れ入りますが詳細に御指導願・兵げます。
 (.答)'・一=、一'1一一.製.一.造..一部

 下湘.の除去たついて・」・の考え・方
 魏一促麓死した原料魚から・油を除去・するための拳剤は・皆無

 で・あり;1まずら魚体から油を採り出す方倦は;。撃晶の形1態
 を度外視した・従事・の圧搾方法より他に争段はあり・ませんO

 ・」・(四まりこの方法1は油の除去湊でなく、滑そ.qも.のを生

 産目標とした砺語探油法となりますが)

 'この'圧岬湊払た㌧かなり多量の1歯・は除表亭れます
 がダン'(皇疎.戯分)=二もr:噛に逃げてしまうので、製品に

 なってから頼る〃の牛いものとなへ需要者竿商1ら苦
 言を蘭くζと子なり・ます。
 本県内でも昨年からサバ、ム・口の結節を沢山製造してい

 ま・すが、.潜偉か珪り少く依って1おり、乾燥も早い利点が

 あり薫ず去矢馴ダシ細いので。一毅の正覚製品よけ
 も二割安とい一う・、葵倒を拳慮オペき一です。

 .・叉活魚の場合で.段林つ粗釣に健は妃る観籠のタレ、カタ
 クチ1を震料としたニボソ製・晶牢漕雀少伽ということで.

 一も判る・ように活きセま土・で請る一方法があ.る訳です。

 抗酸化勲の効果

 とのようと溜.を抜くこと法憲蟻がない知ら、.・油が酸化し
 ・ないように・・、敵躍化防止薬を雛る㍗が・.現今のと
 .ころ第一義手なりておζ〕・ます。
 この薬は舛位靴アハ砂らプ.テル午ドロオキシ・
 アニソール呉晃へ(商品名才ステン)が輸入さ軸で、処
 々 で試戯して相当の葡琴を発表しておりますOその後“

・30・



 イソアミルガy一トニ舎艮.(商品争リン}ソ.亨や“てチ
 ・ピドロオキγ'ト"'上ジ畢㍉商品亭クイ.1ヨ・ウ)
 が砧て抗酸一也剰の効㌣認めて雫りま㌔
 効一果が著しいか。否か・磁科傘の貧輝度によるこ二とは
 当禁で。含曲率プ0%以一上.となると効果の程・は判・規鴫来
 ない位鐘少であります。!10%未満であれば、瀦焼が現

 凌れる鯵期が延びます。どれ位延びるかと.いえば製品と

 。な一りて一週間目に窮はれるものは!0日}!2目目になミ

 れます。ウ葉り・安r全期1を4杏信一位健延ばせラ事が晦来る
 '効果といえま丸.これはウ"メ饗エ苧綿果で亭るが
 飽の詰合午於て・も1こ孚雛の効果艀雫でありま軌

 ・1婁幾㌘に・も甚だしい㍗繍ε㍗㍗
 本場は.「キピナ・ゴ」一の煮干一につら・・で試験した.こと一は.あり

 一ませんが、.I従って原料キビナゴの含滴豊徒おろか、.抗酸

 化剤の具倉的航果牽確答でき・ないげ如ども概して如上程
 一度の効果は予測されます。

 薬斉。及その使用法

 与ませのとと・'ろ薬剤はタイリョ・ウこ簸劾.果の割合に鋒害が

 外めで・干紅於セ峠らご呼飾し手おわ一ま丸
 煮熟寝の中に原料島50り分ノ〆～3000分ノ!掘当するタィリ

 ョ㍗投入←てよIくかを抽・次に原料を入札∴あとは.
 正療どおり処理する。煮熟藍に入れ・る原料の目方が8〆
 一言ど仮定すればタイ!jヨーウは約3・匁1を健用ず牝,ぱよいの

 でおりま手。一(こうすると薬品代は製品!〆目に二代約25

 円かぶる・)煮熟のとき煮液抵上縁から'コボレル位タツブ

 1)使い、煮液は絶えず新らし・いめを蓬次差すような操作

 を1子えば、.油蹟芦にかなりの効果があるから∴この鯛
 斉皇の使。用と併辛て肝要Iなことがらで一す。一
 'タイllコラあ販売所・は県漁違翼第二一翼で一あちます。価格
 苅増圭・人一箱μ批円…籍の薬で原・料魚5洲〆一二戦フ〆

r3ユ・



 を処理寺る1縦が.I帷箏
 ・・現地指導..、.1、∴三.・・一..㌧
 触化榊苧鰍如七いる讐鮒れ・干芦蝪地指
 一一難をい隼'したいの呼ります私袈時の二郡申上敬頼靴
 一於いて旅費費叩㍗ますの仙9鮎含喜願はねばな
 り幸せん、(由し竿作用寺る薬縦当方の手持晶を
 …躍撰≡し、たし'ま・すΩ)

 'I奄・美短信・・

 ○薪らしい年を逸えて奄美短.信も」つ歳.を重ね㌔こうして
 書きながら苦難の多かつ.担32年を想う。しカ∴し今年こそ
 躍進の年、新しい実験室工事の鑑音左共に年は・明けた。

 ○奄美の正月涼殊の外暖い。一それでも日ふ藩も一ち・と目申の暖
 ふさ紀変っセさすがにうすら寒さを覚える。1その要ともな
 れば何処からともたくドンドコドンドコ太鼓の音がソマ率.
 (民謡)と共に流れて来る。簡きなれ波い中凌如何に・毛闇

 仲ぴしたものと思うたが、この頃ではそろでも肢いΦ一.
 'こちらあ風土に慣机て乗るに従い。見ゆる蔵の、一所謂奄美
 の.リズ・ムξい、うもの紬に迫りて来る。

 ○孟月の料理に豚の骨つき肉の撃大のがある。嚇骨を三教位

 一鮒て長さへ.・寸に切ったも?がある岱始めての人にと
 って。之にしやぶ一りつくI勇策な1振い起す迄には少くとも達

 ・類の数段階を必要とするであろう。し・かしその肋骨である

 が案ずるよ・り生むは易し向.身の方をハスにくわえて右手の

 入さ。指とぽ指でつ‡んでひつばるとぽろρと一場が敗れる。
 見かけI・に・よらず蟹しい愛嬌のある食べ物ではある。

 叉そあ昧た・るやそこはかとないニマの臭いをた亙よばせて
 一句とも言えない。私はこの料理がこよ吐く好きである。

・32・・



 ○古来奄美では何牝の島からでも人称.(やまと、薩率を含め
 て内地のこと・.へ・百竿:とい1う.言葉鮒トそ咋そレター
 の一本でもポストえ投げ苧・さ左㌣ば後I干紬銚し.よ
 ろと㌣ま峠し牛生き即如く表明処え1㍗,幸行くT
 そうい岬のメ第二㍗争、るにし叫予の幸宇花以
 蔚。人々の考えていた慶一離た一る亭百璽初此セはなかつ走事
 であろう。行く人も来る人も一突郷の癌を深<・・し沈に憧.いな

 へ・こρ柿え戸皐年一。?語感の枇・甲美㍗巾叩
 と諦観が麹めらIれてい一た午遵いない。
 近くて遠いものはやはり島である。

 年頭にぞ枇取りと組も匁いことを奉牟亭;一1
 0-8、好・目を利用二・レて藤川(そかる)地先のもづくの成熱

 度調邸蹄束で蹟鮒.る“々は†が紅葉の雫節、=ぐIセ
 の頚準赤/ミ山の処・印ら・外こ一の率い気幣育叫
 てオ・今一雫はもずく∵の発育が紅良い主うであった。・
 ・・今犀も色々な寧で1綱な.雫で叩ます率・
 寒い内地え撃・.い奄即.馴牽お送り幸.る。一一

 1・月2・ノ目・.  S・T記



質問欄
 (間)・根占漁況中原俊吉・

 (・)鮎地区の着舳製甑付11㍉
 イ淺草gりの.～旗の枠の坪鵜をお知らせ下さい。・

 口叩ケ∵岩州㍗販売チ?(2ア5・6平竿集帯可
 1ハ浅箪あわ用のrみす」の価格と購入先

 伽じ呼集.も準二きり雲した長さはどの位苧幽でし、ようか・
 乾燥だけ㌣1か・この†引先アー…
(卸
 紛。、
 イ海苔の都の大きさは缶と今は多少違い{・叉地方によっ
 て奪いろいろ。差があ・る。I
 一省は大判、小判とわか札二大剰は.大阪動とも云わ牝て、
 227ミリX!97ミリの大きさであったが現在は殆んど使用さ

 れて:いない、小物は東京判とも云われ206ミリ×!812ミリの

 大きさで場所によっては甥在でも使用心て㌢・る。.熊本で

 竿誰蝉羊洲ぷ抄苧枠の内径"2ミリX附ミリ(製品
 9大き声2961リ×/8～)卵の高さ301サ、外翻の
 鳶さ15ミサニ・本県では∵般に一熊本政良靭に壷っています。
熊本判(改良判)

 歪'♪汝の断一れを一よくする・ため
 丸.味,茜る方を下にして用

 いる。

 、戦r→κ

 口製'晶5、.6万枚一程度であれば、市内の海産物商店、叉

 は食糧店でも躍入していますが、箆掘島1市内の海産敢扱

 店は.次のとおりで一す。

_39'



広島屋金生町70

 田丸商店壷隼・町75∵1・・'

 青田繍商店壷坤・.ザー。
 大阪屋東卸6ポ.へ
 1幾・㍗、ま∵∴.・
 ハ海苔みすの価格一

晶名

 ・・海苔みずべ横付玲騎プ用文・金∵一二.
 B"口・・"・岬5銭I呼
 ・い・一'一・ヤ卿・磁二
 註一価格帥多少の如は㌶芦ξ

 海苔みすの購入先

 東京饗帯区芝箪血干町・41番地
全国海苔貝類漁薬笛同組合達合金'.

 な率こ1では苦みすφ取扱も致して剛ます・叶幸鯛今
 せて下さい。

 繭蝉注煩蝸・代金鰍三㍗一向率・呼済耳
 揖引換華付とな?古います。.

 馳じきの桑ま凌別に決っ^.ま帥が;ひ昨去羨こそ躯
 に裸一球するこ・牛・は資源維即上からもさけた方予…よいでし
 よう。

 飯.売は素干品(上がん)として路荷する。一一
 飯売・売は.

熊本県牛深市江上字三郎

 露見島寂厨久根市†庄左工門・
 禰禽は

 1賢当り・(乾5I州～・・円位.(・ぐ干～・二一・I年)
 隼により奏効あり。

・39.…



各部日記
 漁業部・・目記

 △客年末第三次まぐろ漁弾鼓の・靖途鯛故障を起し幽南
 丸5月£μ貝工場倒立食の・許に試短転完了、
 △33年度当初子繁の復.活要求町31年度諌竿委貴会奪、行
 事多端。

 .養屈部メ.モ

 期μ目く・・目蓋半の強風で駿損し・た網ヒちの惨琴.(2、枚
 完全に破損).

 期鈍}期展示会・落成式・予塗辛1?猪突猛進で雫み・
 き一った感じだ。.

12月23閥8日対馬.暖鯛.蝉告書碑手(長8目.全部終了)
 海雄嬢装即事八分通達軌・あさ・一下ヂ叩2回
 .目騰採⑰翻めて・製一道静の撃鰹機一.を麓踊こする。これ
 ・で昨年迄ρ.りの晶質低下憂慮してい把一悪天候の場

 合といえども鰭構宗一全健製晶化螢率ることは詠に

 乾燥擦様々であ.る。一..,、

 .偉多二漁醇・弔雫鰹貝芦按ぎ作桑。一
 個架ヨ㌣クニ。自二部1長、部内業務内容欝作成。さば魚体測定竪粋

 整理。黒螺貝真蝶良香調査偉置興定。乾燥機用、
 の、り撃嘩枠の規格撰糺

 1月㍑目

!月25目

翻養部弓記
 事繋報告原種塾。理にかふる。作成方針として各部

 より提出された原稿を圧縮、印脚する欝肥決定。

 '.∴・(蹴府、叉木)

 .三十二年度一最后の水軍汚濁予備調率麗鍋
(九万国恒上田)

 東海;椀購沖巾着さば、一利用資源活用について
部内視究資源鰭係加工関擦(油脂(上田)

 総刮(別府)(エキスζ瀞効
 I易公一



 製造部便り
 .月4目御用始年始来訪・・一.∵・

 .さはやかなフソイキは岬苧奏㌣や.唯一金中・
 員の心溝えを潜籔にした。∵亨一・・
 吉留食温虻k、工場長以下幹部三氏、・一年始・に来訪、一東支

 那海さ滝壷馳対処する苛年度の㍗一カニプラソをき㍍
 i月8目～10.甲書㍗㍗ん襲鰐試験
 今回設置し,た乾康装置たくん煙経跨.を噂・くり、ζれでく

 ん製し。後オ÷バI〃3艘に帯戯レたと,I∵{一
 月22日県工業試験場東技師来訪二字{、.,...
 一本場⑳乾燥嚢揖で1斎豆ゆ満燦実1験を在さ.るp,一一.

 月μ目繍専.太師工露組今井轍締
 1・締飾製馳弾す辛無体粋鯛蝉験俸雫琴飢干.9・
 一`間甑さきに随久根水鋤工一組合か宇ρ依蓼と一貫して
 1いるため調雫都で大綱を榊嬢塗す去抽こと叫.・
 一る。

 '年の計は元旦に去り一、衰々の関係界にもその様相が窺は

 ㍗月鮒合札達絡などで各繍訪予ふ、評振かな毎一日
 を送っ.た。

・37}



分場日記

 !2月!1～/6日展示会錯靖1物拳傍、
 !2日かもめ丸欠港(瀬無一本釣)..

 !4目伊笛港・(".・)

 ハ1・ザ11・、.実験室、一義帥、工駒合
 "4細展示坤蝉苧駄その鰐苧にて鯛舳

張(畠山分場長二新村技師)

 ・叩畑お本節(雫・蹄弊昆)東京石中商帥
路樹

 二.26冒燦塑晶、加工車習会開催(砕分努製造工務)・
 .参会著。ユ1名

"汐弓琴験率養魚甲蝉岬
 ノ月・1・一字貝・一ク."墓讐工事麗率

 6目ティーラビア全長勘定

 9目梛主事予算打合垂のため上鹿

 讐.38・ド



編集後記

 本年度長田の一冊、新年度予算も懲止符を打つだ。・感

 なき・にあらず。年一明けるにあたりいよレ;よ義実の海に

 対決を迫られるような二率験揚のフソイキでIある。

 溝は古一くそして常に新レい。

 大島倉、揚.より・贈ら抗だ蘇鉄が玄園前の一座にその巨大な

 体に似ずカジ.ソな葉智跳している二本場を訪牝る客の

 目を奪う連観を示すのも闇症であろう。

 北の霞が自穣であれば南の国法蘇鉄であろうふ。

 気温./3室である。

 寒フナ。釣海て蓄空よみがえる(奮石)



 うしお窮24号正誤表

 慶児島湾潮流観翻報・告

2頁第2表 1蓮蝿島湾潮汐表

34㍑ !善

16

47

 の満潮、干潮、満潮、干潮に()牽つ
 ける。

 は初.めの橘潮、干潮だけく)を.つける句
4頁露2図

5貢第3図

9頁第4図

は

(a)

 4θ田80mは別区の通り訂正

 !・2真 下2行  (識値流は垂直循環。を海水密度の二垂直分布.
 (珀・値流は垂痘循環.を伴うと者へられる・.・が

 海水・密度の垂直二神
!3真  榊表観測層.流軸㎜it舳、伽を地
14頁 轟5図一

 15真下!0行(謝ζれらの循環を伴わねばならない。

 ㈲・ζれらの循環を完了'する為には壷章須
 環一を一伴わねば写らないo


